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はじめに 
 
 

Society5.0 の時代の到来に向け、文部科学省では、令和元年 12 月に「GIGA スクール構
想」を発表し、教育現場での ICT環境の整備・活用を推進している。 
一方、職業訓練では、厚生労働大臣が策定する「第 11 次職業能力開発基本計画」(令和３

年３月)において、「訓練内容の高度化や訓練実施の効率化を図るため、機構が行うものづく
り分野の職業訓練における新たなＩＴ技術（ＡＲ・ＶＲ技術を活用した訓練、受講管理シス
テム等）の導入に向けて、訓練手法の開発・検証等を進める」とされ、さらなる訓練効果の
向上・充実を図るためには、訓練指導の場面ごとに ICT 活用の可否とその指導技法、機器・
環境整備等について検討が必要であり、デジタル技術の進展に対応した新たな指導技法等
の開発が求められている。 
従って、本調査研究では、職業訓練や教育現場における ICT の活用状況に係る調査から

現状を把握し、職業訓練の現場で活用できる ICTの選定と具体的な指導技法を検討し、「職
業訓練における ICT を活用した指導技法等を開発する」ことを目的としている。 
調査研究の成果として ICT を活用した新たな職業訓練の指導技法を検討し、試行訓練を

実施・検証し、それらを職業訓練の現場で広く活用できるように、5 つの ICT 指導技法と
してとりまとめた。また、職業訓練指導員向けに５つの ICT 指導技法の紹介動画や ICT機
器利用マニュアル、多数のデジタルコンテンツ（教材）を基盤整備センターのホームページ
上に公開している。これらの成果が職業訓練における ICT を活用した指導技法の一助にな
り、従来の指導方法の課題解決及び訓練受講者の理解度の向上並びに訓練の効率化の一助
になれば幸いである。 
 最後に、本調査研究を進めるにあたり、ご協力を頂いた職業能力開発施設及び職業訓練指
導員並びに関係各位に対し、心より感謝申しあげる。 
 
 
 
 
 
2024年 3 月 
 

職業能力開発総合大学校 
基盤整備センター 

所 長 高井 宏幸 
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iPadは Apple Inc.の登録商標または商標です。 

アップルペンシルは Apple Inc.の登録商標または商標です。 

Apple School Managerは Apple Inc.の登録商標または商標です。 

iOS は Apple Inc.の登録商標または商標です。 

App Storeは Apple Inc.の登録商標または商標です。 

Goodnotesは Goodnotes Limitedの登録商標または商標です。 

Filewaveは FileWave Inc.の登録商標または商標です。 

MetaMoJi ClassRoom は株式会社 MetaMoJiの登録商標または商標です。 

シマンテックエンドポイントは Broadcom Inc.の登録商標または商標です。 

i-filter Cloud はデジタルアーツ株式会社の登録商標または商標です。 

ARcube は株式会社プラージュの登録商標または商標です。 

パノラマ memoは株式会社安井ファシリティーズの登録商標または商標です。 

Blinky は株式会社アルファコードの登録商標または商標です。 

Insta360は Arashi Vision Inc.の登録商標または商標です。 

シータ（THETA）SC2 は株式会社リコーの登録商標または商標です。 

PowerDirectorは CyberLink Corp の登録商標または商標です。 

RiMM VR 災害体感は三徳コーポレーション株式会社の登録商標または商標です。 

HoloLens2 は Microsoft Corporation の登録商標または商標です。 

Teamsは Microsoft Corporationの登録商標または商標です。 

Windows は Microsoft Corporation の登録商標または商標です。 

office は Microsoft Corporationの登録商標または商標です。 

GyroEyeは株式会社インフォマティクスの登録商標または商標です。 

メガソフト VRソリューションはメガソフト株式会社の登録商標または商標です。 

マイホームデザイナーはメガソフト株式会社の登録商標または商標です。 

アーキデザイナーはメガソフト株式会社の登録商標または商標です。 

AutomationStudioは Famic Technologies Inc.の登録商標または商標です。 

YouTube は Google LLCの登録商標または商標です。 

Diveはエピソテック株式会社の登録商標または商標です。 

Android は Google LLCの登録商標または商標です。 
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